
Railway Technical Research Institute

電力技術に関する最近の研究開発

電力技術研究部長

重枝 秀紀

1



Railway Technical Research Institute

本日の発表

 電力技術に関する研究開発の目標

 目標毎の主な研究開発
・電力供給設備の信頼性向上
・新幹線の速度向上対応
・省エネルギー化
・省メンテナンス化

 まとめ
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電力技術に関する研究開発の目標
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背景

• 電力設備の事故リスク低減、ダウンタイム短縮

• 地球温暖化対策としてCO2排出削減

• 少子高齢化に伴う労働人口の減少予測

• デジタル技術の進歩に伴うイノベーションの素地

• コロナ禍による鉄道経営への影響

鉄道総研が目指す研究開発の目標

• 安全性の向上

• 利便性の向上

• 環境との調和

• 低コスト化

電力供給設備の信頼性向上

新幹線の速度向上対応

省エネルギー化

省メンテナンス化
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電力技術に関する研究開発課題（2019年度）
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信頼性向上

気象ﾃﾞｰﾀに基づく
碍子汚損度推定法

ﾄﾞﾛｰﾝ利用のため
の沿線磁界評価

軽量型き電
ちょう架式電車線

電車線保全計画
提示手法

経年ポリマー碍子
の劣化状態評価

集電材料の摩耗形態に対する
摩擦熱の影響解明

高抵抗地絡
保護手法

メンテナンス低減
電車線設備

簡易わたり線

ｴｱｾｸｼｮﾝ箇所の
ﾄﾛﾘ線断線対策

交流集電時の
アーク現象解明

高電圧き電用電力変換器速度向上対応
電車線構造

集電系騒音低減

パンタグラフの前後方向安定性評価

架線・パンタグラフシミュレータの開発

運転電力ｼﾐｭﾚｰﾀによる省ｴﾈ効果評価

超電導き電システム

在来線電化柱の
耐震性能向上法

次世代ｼﾝﾌﾟﾙ架線
の管理手法

速度向上対応 省エネルギー化 省メンテナンス化

超電導フライホイール蓄電システム

基礎研究

将来指向課題

実用研究
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大電流のアークを伴う直流高抵抗地絡の検出手法
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変電所き電電流 フィルタ処理 比較 遮断指令回数積算提案検出
アルゴリズム

事故回線 正常回線

不規則な揺らぎ
成分に対応

変電所において1000A程度の地絡故障を5秒程度で検出可能
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高圧配電線路用避雷器の劣化判定手法
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各種検知器の
動作時間

高圧配電線用避雷器の内部絶縁劣化を、保護継電器の動作よりも
早く表示する装置を開発

故障点を早期に特定し、ダウンタイムの短縮に貢献

劣化表示器の
動作領域

信頼性
向上
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エアセクションにおけるトロリ線断線対策
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直流のエアセクション箇所におけるトロリ線断線対策として、
「AS複合架線」構造を開発

すり板

伸び

張力移行

降下

アーク

トロリ線の断線リスクを大きく低減するものと期待

信頼性
向上
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交流アークがトロリ線断線時間に与える影響
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交流のエアセクション箇所においてトロリ線が断線しない条件を提示

トロリ線断線対策の評価指標として活用

信頼性
向上

断
線
ま
で
の
時
間
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CPSトロリ線の開発
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速度向上
対応

PHCトロリ線
（従来品）

CPSトロリ線
（開発品）

小ロット需要に対応可能な高速電車線用トロリ線として活用

ケーク
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エネルギーネットワークによる省エネルギー化
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（2015年度～2019年度）

蓄電装置と省エネ運転の組み合わせで10%程度の省エネ見込み

開発した運転電力シミュレータで実規模路線の省エネ効果を評価

変電所

蓄電装置
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電力ネットワークの電力協調制御による低炭素化
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• 再生可能エネルギーを積極的に活用することで低炭素化を図るため、鉄道用の蓄電シス
テムと外部電力とを､電力ネットワークにおいて協調制御する手法を構築

• 回生電力を有効活用して省エネルギー化を図るため、電力貯蔵装置等をリアルタイムに
協調制御する手法、列車の運行状況に応じて省エネを導く運転手法を構築

（2020年度～2024年度）

省エネル
ギー化
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電車線非接触測定装置の在来線車載試験
による性能検証
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省メンテ
ナンス化

開発した電車線非接触測定装置を在来線車両に搭載し、測定精度
などを検証

トロリ線静高さの測定精度±50mm、ハンガ検出精度90%以上を確認
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架線・パンタグラフの三次元シミュレーション
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ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
の高度化

架線・パンタグラフの開発や事故メカニズムの解明に活用

複雑な構造の詳細検討が可能なシミュレーション手法を開発

本線との接触点

本線のトロリ線

側線のトロリ線

③

①
②

側線との接触点

ホーンでしゅう動
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まとめ
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鉄道総研電力技術関連研究グループは、電力設備の
- 信頼性の向上
- 速度向上対応
- 省エネルギー
- 省メンテナンス

の実現をはじめ、様々な課題解決に取り組んでいます。

引き続き、皆様方のご支援・ご協力を何卒お願い申し
上げます。
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